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平成２２年度事業成果報告書（長期優良住宅等推進環境整備事業） 

事業分野 

住替え・二地域居住を推進するための住宅の再生、流通の促進等を行なうモデ

ル事業 

事業名 

二地域居住支援・空き家バンク情報提供

事業 

事業主体名 

越知川田舎暮らし推進協議会 

 

１． 事業のあらまし 

 

（１） 神河町の概要 

 神河町は、兵庫県のちょうど真ん中にあるハートの形をした町です。町の中央を、播

但自動車道路、国道３１２号線、ＪＲ播但線が南北に縦断し、姫路から４０分、神戸・阪

神から１時間半圏内と都市部からも良好なアクセス環境にあります。 

また播磨、但馬地域一帯の医療を担う神崎総合病院や、全町全域をくまなく走るコ

ミュニティバス（一乗車当一律200円）など、安心して暮らせる環境、そして豊かな自然

の中で子育て環境に優れた人情味あふれる町です。 

 

（２） 地域課題 

高齢化・過疎化が進行し、

一人暮らし高齢者世帯は約

３００世帯あり、年々１割ず

つ増加し、これにつれ空き家

も増加している。 

一方、都市住民の田舎暮ら

し志向は高まっており、移住

用の空き家を求める問い合

わせが多くなっている。 

そこで地域課題の解決策

のひとつとして、都市住民の

二地域居住・田舎暮らし支援

の取組みを進め、地域への移

住・交流を促進することによ

り、活力の維持・再生を図ろ

うとしている。 

 

【図１．神河町位置図】 
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２．活動内容 

 

（1）活動の概要と手順 

 

①活動の概要 

高齢化・過疎化により増加する空き家を「地域の宝」として捉え、都市住民の田舎

暮らし志向の高まりと合わせて、移住・交流を推進することにより地域の活性化を図

ろうとしている。 

 

 ②活動の手順 

ａ　田舎暮らし推進体制の整備
越知川田舎暮らし推進協議会
（越知川沿い８集落モデル地区）

↓
（かみかわ田舎暮らし推進協会）

（全町的組織）

ｂ　田舎暮らし相談員
設置・研修会

【体制整備】

【実践活動の展開】
　　　移住・交流を促進するための活動を展開

ｃ　空き家・空き土地
情報把握作業

↓
ｅ　空き家バンク

メール会員

ｆ　空き家見学ツアー
の実施

ｇ　田舎暮らし
体験施設の運営

空き家利活用再生事業

移住者による
交流施設運営

地元職人による
リフォーム作業

ｄ　空き家利活用構想
の策定

次年度以降の展開へ
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（2）活動内容 

 

ａ 田舎暮らし推進体制の整備 

①越知川田舎暮らし推進協議会の発足 

平成２１年度、越知 川沿い８集落を

モデル地区として指定し、８集落の地域

代表、地域の大工・左官などの職人の

組合、地域の不動産屋さん、金融機関

などから構成される当協議会が発足し

た。この協議会の事務局は行政が担い、

協議会も行政と連携しながら田舎暮ら

し支援の取組みを進めてきた。 

 

 

②全町的組織への拡大 

越知川田舎暮らし推進当協議会の

取り組みを全町的に拡大するべく、当

協議会の中の主要なメンバーに、他集

落の田舎暮らし相談員、交流活動に取

り組んでいる集落団体の代表者とともに

協議会を拡大・再構築した。 

この中ではこれまで越知川沿い８集

落での取り組みを全町的に進めるととも

に、各集落や各団体で困っていること

などを拾い上げ、各団体相互の取組

みを情報共有・連携させることにより、

一体的かつ総合的な情報共有のもと、

全町的な移住・交流の取組みを進め

ようと検討を進めている。 

 

③開催内容： 

平成 22 年 11 月～3 月 計５回開

催予定 

 

【平成２２年１１月５日（金）第１回】 

  （１）かみかわ田舎暮らし推進協会（仮称）設立の趣旨 

  （２）かみかわ田舎暮らし推進協会（仮称）規約（案）について 

  （３）役員の選任について 

  （４）今後の進め方について 
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【平成２２年１２月６日（月）第

２回】 

④各団体・各集落の活動報告 

【大畑】ログハウスが１８程。つ

きあい困難 

【岩屋】受入れについては関心と

心配ある。 

【山田】営農組合事業が活発。毎

年４月末にりんご祭を開催。独自

のライスセンター、ブランド米ク

ルミガ磯コシヒカリ 

【福本】１１月には福本遺跡まつり、４月運動会と文化展。 

【貝野】村の活動では高齢化が進み、実質的なメンバーが大変 

【高朝田】移住者については、区事業等に協力的な方が望ましい。 

【南小田】相談員がどこまで中に入れるかが問題。 

【川上】移住の活動が活発になってきたら、どのように受入れをしていけばいい

かが課題 

【観光協会】ここが基点という目先で、町内を回り、色んな施設を見てもらいた

い。 

【新田ふるさと村】景気の低迷で客単価も減少で、更に厳しい。 

【セルフビルド村】２３戸の中で、一人住まい高齢者が非常に多い。１０年先が

心配。 

【新野水車の会】３年目だが、もう少し頑張りたい。 

【砥峰四季祭】課題は、子どもの減少。町を守るためには若者が入ってくること

が一番。  

【吉冨茶生産組合】木も古くなり人件費と高齢と、どうしようもない時期が来て

いる。 

【桜華園】観光バスは平日、土日関係なしに入ってくるので人の手配に困る。 

【中村ホタル委員会】田舎を全面的にアピールする催し物や企画 

【根宇野ゆず生産組合】だんだん手放す人も増えて、組合としても困っている。 

【宅建協会】コミュニケーションをより大切にしながら進めていくことが大事。 

【土建組合神崎分会】これからは人材育成の確保が課題。 

【千ヶ峰ふもとでふれあい・作畑区】世話する人が高齢になって維持できない 

【役場】一人暮らし老人世帯が増え、今後も空き家が増える。 

 

第２回目は、これまでそれぞれ別々にバラバラに進めてきた移住・交流の取り

組みを報告しあうことにより、集落・団体の共通理解を進め、現状把握に努めた。 
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【平成２３年２月１日（火）第３回開催分】 

 

●前回のふりかえり 

●「かみかわ田舎暮らし推進協

会」の意義について（再確認） 

●田舎暮らし、観光交流促進の

ための PR パンフ・たたき台の説

明 

●グループ討議 

・テーブルごとに話し合おう！ 

・グループ発表 

・意 見 交 換 

・ま と め 
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ｂ 田舎暮らし相談員の設置・研修会の開催 

 

①  田舎暮らし相談員の設置 

町内３９集落でそれぞれ田舎暮らし

相談員を選任いただき、一定の研修の

もと、各集落における空き家・空き土地

の調査、行政への情報提供、移住者と

の相談などの責務を担ってもらっている。

町内 全集 落において田舎 暮らし相 談

員を選任してもらい、当協議会の相談

員とともに研修会を開催した。 

 

【田舎暮らし相談員研修会】 

日 時：平成 23 年 1 月 13 日（木）19:00

～21:00 

場 所：保健福祉センター２Ｆ 福祉

講習室 

 

１．開会あいさつ 

 

２．趣旨説明 

 

３．講演  

「空き家を活かす地域づくり」 

（中井都市研究室代表 中井豊先生） 

《１．空き家を活かす取組みは全国で始まっている。》 

《２．神河町の取組みはトップランナー》 

《３．空き家をもっともっと活かそう》 

《４．都市住民をこころよく受入れよう》 

《これまでのまとめ》 

 

４．質疑  
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伝統的形式の古民家が町内に多数残る（越知川
地域） 

 

ｃ 空き家・空き土地情報把握作業 

①  田舎暮らし相談員から報告

のあった、各集落の空き家調

査結果について整理。 

②  民間コンサルタント会社と

の共同のもと、臨時職員によ

り物件の所有者特定、意向調

査把握作業。 

③  民間コンサルタント会社に

より、空き家の調査作業及び

空き家の利活用方策につい

て調査・構想策定。 

 

 

 

 

 

 

 

ｄ 空き家・空き土地調査と連動した地域づくり構想の策定 

 

①構想作業の目的 

空き家・空き地バンクの取組み、及びそれに関連する田舎暮らしを総合的に進

めていく取り組みは、交流人口、定住人口を増やしていくというだけでなく、地

域づくりの担い手を増やし、地域を強くする活動へとつないでいくことで、さら

に強固な地域が形成されていくと考えられる。 

そこで、地域内では作畑・新田集落で継続的な集落活性化の取組みが行われて

いることを参考に、越知川地域、さらには他のエリアにおいても地域が主体とな

った地域づくりの取り組みに発展させるための方向性を示すこととする。 

とくに越知川地域では、具体的に空家・空き地の取り組みがどのように地域づ

くりと連動して展開していくかを示していくこととする。 

 

②地域づくり構想の内容 

●空き家・空き土地調査を通してみた神河町の特徴 

・この数年間の空き家・空き土地バンク及び地

域の各団体が連携したとりくみの推進により、空

き家・空き土地の活用が周辺自治体に比して格

段に進んでいる。 

・特に、越知川流域の地域は、名水街道の活動

の進められているように、風光明媚な地域であり、
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伝統的形式の古民家が町内に多数残る（小河原
川地域） 

また林業が盛んな地域でもあるため、伝統的な

地元材料を活用した民家が景観にマッチしたか

たちで立地し、集落を形成しており、空き家の今

後の活用面でも利用度が高い。 

 

・越知川以外の地域においても、空き家・空き

土地の活用は進められている。一方、地域が一

体となった空き家・空き土地を活用した活動は

緒に就いたばかりであり、地域の相談員さんの意識の差によるのか、空き家・空き土地の

“出方”がまだらであり、今後空き家・空き土地の見方のマニュアル化等の作業を通して、

空き家・空き土地の地域からの抽出を高めていくことが望まれる。 

 

●空き家、空き地を生かした地域づくり構想の提案 

＜神河町全域＞ 

 ・各地域（流域・沿道・沿線）ごとの空き家・空き地活用の方針 

◇越知川地域 

････風光明媚で林業の地域らしい民家のたたずまいを生かした移住・交流を軸とし、地域

の生活向上の観点からの空き家・空き土地の活用 

◇猪篠川地域（Ｒ312 沿道） 

････町の南北を貫く中心軸の構成にふさわしく、神河町の活力向上をリードする住宅、店

舗・事務所等を中心とした空き家・空き土地の活用 

◇市川・犬見川地域（ＪＲ播但線沿線） 

････町の行政・ターミナルの中心核や山あいの立地を生かし、地域の活性化をリードする

空き家・空き土地の活用 

◇小河原川地域 

････町として東の越知川地域と対になる立地にあたり、流域として集落のまとまりを構成

するような移住・交流、地域の生活向上の観点からの空き家・空き土地の活用 

 

＜越知川地域＞                            

 ・空き家利用の想定を下表のように設定した。 
 ①住宅系 ② コ ミ ュ ニ テ ィ

施設系 
③福祉施設系 ④歴史・文化

施設系 
⑤観光・商業施
設系 

Ａ．個人 ・個人住宅 
・別荘 

    

Ｂ．企業・
事業者 

・社宅  ・保養所 
・グループホーム 

・ギャラリー ・民宿、旅館 
・店舗 

Ｃ．自治組
織 

・一時帰郷
者用住宅 

・集会所 ・いきいきサロン ・郷土資料館 ・ 観 光 案 内 所
（共同店舗等） 

Ｄ．行政  ・コミュニティセ
ンター 
・行政サービス施
設（出張所等） 

・福祉施設（グルー
プホーム等） 

・歴史文化施
設 

・観光案内所 
 

・これらに関して、越知川地域を構成する 8 集落について、それぞれに関して

空き家活用の方向を検討した。8 集落はそれぞれに、空き家・空き土地の状況が

異なる上に、立地条件（町市街地中心に近い中村集落、越知川最上流に位置する

新田地域とは約１６ｋｍ離れている）、施設の立地状況、歴史的自然的条件、取

り組んでいる地域活性化のとりくみの違い等をふまえ、今後空き家・空き土地の

活用を地域づくりとして取り組む方向を設定した。 
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ｅ 空き家・空き土地バンクへの情報掲載・メール会員制度の設置 

 

①  町の運営するサーバー上へ、空き家・空き土地バンクへの情報掲載 

 

②  田舎暮らしメール会員用のホスティングサービス依頼・メルマガ運営（登

録者数約 200 件） 

 

【ホームページコンテンツ】 

 

●物件を探そう！ 

神河町内の物件（空き家・空き土地・

空き店舗・空き工場など）をご紹介し

ます。 

 

●田舎暮らし体験してみませんか？ 

空き家再生講習会など体験イベント、

体験施設の紹介 

 

●空き家等利活用再生事業 

 

●町営住宅・特定公共賃貸住宅のご案

内 

 

●神河町ってどんな町？ 

 

●周辺情報のご紹介 

 

●神河田舎暮らしの先輩 

 

●神河田舎暮らしＱ＆Ａ 

 

●田舎暮らしリンク集 

 

●メール会員募集 
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ｅ 空き家見学ツアーの開催 

 

①  空き家バンクに掲載する物件のう

ち５件を見学して回るツアーを企

画。都市住民向けにＰＲ・参加者募

集。 

②  参加者数２２名（大人２１名、小人

１名） 

③  見学物件５件中１件について商談

中。 

 

 

 

 

 

ｆ 体験施設の設置 

①  短期滞在施設の設置。３日以

上の滞在を最低条件とする短

期賃貸契約で運営。 

②  利用者数 ８件１６名（平成

２２年度中） 

③  雨漏り、温水器の修繕等、維 

持管理。 
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３．活動効果 

 

（1）活動効果 

 空き家見学ツアー（参加者２２名）、体験施設の運営（利用者数８件１６名）などを開催

し、神河町の田舎暮らしをＰＲすることにより、空き家バンクの物件１３軒が成約（平成 22

年度中）。１３世帯３４名（平成２２年度中。うち町内移動３世帯１２名）が移住。 

 

（2）評価 

 移住者（週末滞在、半定住、定住全て）も出てきており、地域代表の田舎暮らし相談

員からは、地域での受け入れ環境整備や雰囲気づくりが進んでいる、という声もある。ま

た協議会の取組みを全町的に広げる活動も同時に進めており、各地域での理解が深ま

っている。 

 

４．今後の課題 

 

（１）空き家物件の掘り起こし 

 高齢化・過疎化の進行により、空き家はどんどん増加しつつあるものの「貸してもいい、

売ってもいい」という空き家はなかなか出てこない。地域ぐるみの取り組みで、空き家にし

ないことを基本とするなど物件の掘り起こしを精力的に進めていきたい。 

 

（２）移住者と地元住民との融合 

 移住者が実際に出てきており、地元住民からは移住者（都市住民）が近隣に引っ越し

てくることに対する不安の声が出ているのも現実である。しかしこれは都市と農村だけに

限ったことではなく、都市部においても同様であり、むしろ都市部における方が深刻であ

るかも知れない。このあたりは自然や人情味豊かな地域で暮らすことによる、移住者（都

市住民）たち自身の変革効果もあり、さらに移住者により地元住民が刺激を受け変革し

ていく効果といった、地の人（地元住民）と風の人（移住者）との移住交流による地域活

性化の効果など、理解を深めてもらうような取組みが求められる。 

 

５．今後の展開 

 空き家政策を地域活力に結び付けていくためには、今後は空き家を「地域の宝」として

地域活動・交流活動を広げる核として位置づけ、そしてこうした活動に内外からの力を

取り込んでいくような展開を進めたい。 

 

■団体概要・担当者名 

団体設立時期 平成２１年３月 

代表者名 前 川  光 義 

連絡先担当者名 真 弓  憲 吾 

住所 〒679-3116 兵庫県神崎郡大河内町寺前６４ 連 絡

先 電話 0790-34-0185 

ホームページ http://www.town.kamikawa.hyogo.jp/live/ 

 


